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第１回第１回 日足地区熊野川を考える会日足地区熊野川を考える会

平成平成1199年年33月月1515日日

和歌山県和歌山県

2

11．．日足地区の概要日足地区の概要

22．．治水の現状と課題治水の現状と課題
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1.11.1 熊野川流域熊野川流域

流域面積流域面積 2360k2360k㎡㎡

流路延長流路延長 183km183km

和歌山県和歌山県

奈良県奈良県

三重県三重県

日足日足地区地区

出典：熊野川管内図（国土交通省紀南河川国道事務所）

１．１．日足地区日足地区の概要の概要
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1.21.2 日足日足地区地区の概要の概要
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1.1.33 河河道道のの変遷変遷
昭和41年航空写真

熊野川
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1.1.33 河河道道のの変遷変遷
昭和56年航空写真

熊野川
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1.1.33 河河道道のの変遷変遷
平成17年航空写真

熊野川
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1.1.44 平成平成1616年年世界遺産の指定状況世界遺産の指定状況

出典：世界遺産紀伊山地の霊場と参詣道（三重県 奈良県 和歌山県）

熊野川

赤
木

川

••登録資産（コアゾーン）登録資産（コアゾーン）

••緩衝地帯（バッファゾーン）緩衝地帯（バッファゾーン）

••参詣道と関連資産参詣道と関連資産
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・・世界遺産の構成世界遺産の構成

コアゾーン
・世界遺産として直接登録される場所で、厳格に保全・保護が義務づけ

られている区域。

⇒文化財保護法（国）

バッファゾーン
 世界遺産条約の作業指針により、推薦される資産を保護するため、そ

の周辺に設けなければならない区域。

⇒（新宮市歴史文化的景観保全条例）

•

 緩衝地域（バッファゾーン）

核心地域

（コアゾーン）
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1.1.55 関連事業関連事業
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•• 地域高規格道路「五條新宮道路地域高規格道路「五條新宮道路
((日足道路日足道路))」」 （事業中）（事業中）
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2.12.1 浸水被害実績浸水被害実績

日足国道筋人家1.20m浸水
（床上0.77m）

農協への入口付近まで浸水
日足国道筋人家2.3m浸水

日足国道筋人家床下浸水

日足国道筋人家≒1.3m浸水
（床上0.90m）

役場前国道0.8m浸水
日足国道筋人家２階床浸水

農協への入口下流付近まで浸水
日足国道筋人家2m浸水

役場前国道0.2m浸水
日足国道筋人家2階浸水

浸水状況
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床上
（戸数）

11122,,603603mm33/s/s
平成16年10月
(台風23号)

11144,,094094mm33/s/s
平成16年8月
(台風11号)

412,086m12,086m33/s/s
平成15年8月
(台風10号)

1133,,820820mm33/s/s

1177,,656656mm33/s /s 

1144,,351351mm33/s/s

1155,,504504mm33/s/s

相賀地点で相賀地点で
のピーク流量のピーク流量

1
平成13年8月
(台風11号)

－
平成6年9月
(台風26号)

－

2

床下

（戸数）

発生年月

（洪水名）

平成9年7月
(台風9号)

平成2年9月
(台風19号)

近年の主な洪水近年の主な洪水（（日足日足地区）地区）

注）床上、床下：熊野川行政局資料（H18.4.17調査：日足・能城山本）事業所含む

資料提供：相賀地点ピーク流量（国土交通省）、被害状況（新宮市熊野川行政局）

22．．治水治水のの現状と課題現状と課題

12

2.22.2 浸水被害浸水被害状況状況
●平成●平成22年9月（台風19号）水害

能城山本（国道168号新宮方向を望む）

能城山本（紀州造林熊野工場）

洪水後 現在
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●平●平成成99年7月（台風9号）水害

日足（国道168号新宮方向を望む）

日足（国道168号新宮方向を望む）

●平●平成成1616年8月（台風11号）水害

洪水時

洪水時

現在

現在
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熊野川

至 本宮

赤木川

国道168号

至 新宮

県道 那智勝浦熊野川線

平成16年8月 熊野川と赤木川との合流点（浸水状況）
出典：国道168号道路調査設計業務報告書 平成17年2月

●平●平成成1616年8月（台風11号）水害
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三津野橋 
赤木川 

県道 

国道 168 号 

熊野川 

三和

2.2.33 各洪水の概ねの浸水深各洪水の概ねの浸水深

  概ねの浸水深は概ねの浸水深は、熊野川行政局資料、国道、熊野川行政局資料、国道168168号道路調査設計業務報告書号道路調査設計業務報告書H17.2H17.2、水位計算結果より推定、水位計算結果より推定

  写真に示している高さの線は、写真に示している高さの線は、概ねの浸水深概ねの浸水深より想定。より想定。

平成9年7月(台風9号)浸水深約5.1m(約T.P.+35.2m)

道路高約T.P.+約30.1m

平成16年8月(台風11号)浸水深約2.9m(約T.P.+33.0m)

平成16年10月(台風23号)浸水深約1.8m(約T.P.+31.9m)

平成2年9月(台風19号)浸水深約3.8m(約T.P.+33.9m)

各洪水の概ねの浸水深
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2.2.44 ダムの効果ダムの効果

出典：第4回熊野川懇談会資料（H18.3.4）
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2.2.44 ダムの効果ダムの効果

出典：第4回熊野川懇談会資料（H18.3.4）

基準地点相賀通過流量
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2.2.55 電源開発の取り組み電源開発の取り組み

出典：第５回熊野川懇談会会議資料2 質問に対する回答（治水その1）
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2.2.55 電源開発の取り組み電源開発の取り組み

出典：第５回熊野川懇談会会議資料2 質問に対する回答（治水その1）

遅らせ操作の水位をさげた
ことにより空きの容量が増加

遅らせ操作水位
をさげている

本来の遅らせ
操作の水位

20出典：第５回熊野川懇談会会議資料2 質問に対する回答（治水その1）

遅らせ操作の水位をさげた
ことにより空きの容量が増加

遅らせ操作水位
をさげている

本来の遅らせ
操作の水位

2.2.55 電源開発の取り組み電源開発の取り組み
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出典：第５回熊野川懇談会会議資料2 質問に対する回答（治水その1）

ピークカット量

約1500m3/s

2.2.55 電源開発の取り組み電源開発の取り組み

出典：第５回熊野川懇談会会議資料2 質問に対する回答（治水その1）
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2.2.66 治水の現状と課題のまとめ治水の現状と課題のまとめ
熊野川流域：平成16年世界遺産登録

・良好な自然環境

・豊かな観光資源

浸水被害実績

日足地区では、たび重なる家屋等の浸水被害が発生している。
近年10年では、5回浸水被害が発生し、そのうち平成16年に
は2回浸水被害が発生している。

課題

現況の河川環境の改変をできるだけ少ない浸水対策を地元の意現況の河川環境の改変をできるだけ少ない浸水対策を地元の意
見を聞きながら検討していく。見を聞きながら検討していく。
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右岸山腹開削検討箇所

熊野川行政局

道の駅
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19.7k右岸開削後

19.7k現況河道

2.72.7 下流の山腹開削による下流の山腹開削による
熊野川本川の水位低下検討熊野川本川の水位低下検討

約10～30cm水位が低下

結果
（赤木川合流点付近の水位低下量）

19.7ｋ付近右岸山腹開削

今回の検討




